
聖
心
女
子
大
学 

一
般
選
抜
対
策
講
座 

(

二
〇
二
〇
年 

駿
台
予
備
学
校 

今
井 

愛
子) 

 

Ａ 

出
題
傾
向 

国
語
常
識
・
現
代
文(
小
説
＋
評
論)

・
古
文
の
四
題
構
成 

 

①
知
識
問
題 

［
一
］
で
、
漢
字
の
書
き
取
り
と
読
み
の
問
題
が
出
題
さ
れ
る
。 

［
二
］［
四
］
の
現
代
文
の
読
解
問
題
で
は
、
選
択
肢
に
四
字
熟
語
や
慣
用
表
現
が
含
ま
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
語
彙
力
が
必
須
。 

［
二
］
で
は
文
学
史
も
問
わ
れ
る
。 

〇
語
彙
の
レ
ベ
ル
は
標
準
的
な
も
の
が
多
い
た
め
、
な
る
べ
く
得
点
し
た
い
。
語
彙
力
は
大
学
受
験
と
い
う
枠
を
超
え
て
日
本
語
話
者

と
し
て
必
須
の
も
の
な
の
で
、
受
験
を
機
に
養
い
た
い
。 

〇
文
学
史
に
関
し
て
も
出
題
は
基
本
的
な
作
品
名
を
選
ぶ
と
い
う
出
題
な
の
で
、『
国
語
便
覧
』
で
著
者
の
顔
・
名
前
・
作
品
を
セ
ッ
ト

で
覚
え
た
い
。 

 

②
読
解
問
題 

ａ
本
文 

字
数
…
…
二
〇
〇
〇
字
前
後
～
四
〇
〇
〇
字
前
後
と
、
設
問
に
よ
り
幅
が
あ
る
。
小
説
と
、
評
論
ま
た
は
随
筆
。 

 
 
 
 

テ
ー
マ
…
思
想
・
メ
デ
ィ
ア
・
社
会
・
文
化
な
ど 

受
験
生
に
と
っ
て
比
較
的
取
り
組
み
や
す
い
テ
ー
マ
が
多
い
。 

 
 
 
 

難
易
度
…
標
準 

ｂ
設
問 

オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
設
問
が
中
心
。
選
択
式
と
二
〇
字
～
四
〇
字
程
度
の
記
述
式
を
併
用
。 

 
 
 
 

語
句
の
知
識
、
傍
線
部
の
内
容
説
明
、
傍
線
部
の
理
由
説
明
、
空
欄
補
充
、
内
容
合
致
な
ど
多
岐
に
渡
る
。 

  

Ｂ 

対
策 

ａ
読
む
力 

文
章
の
長
さ
に
よ
っ
て
は
、
あ
ま
り
時
間
に
余
裕
が
無
い
場
合
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
し
っ
か
り
文
章
に
向
き
合

っ
て
そ
の
内
容
を
読
み
取
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。 

 
 
 
 
 

過
去
問
を
中
心
に
様
々
な
文
章
を
読
ん
で
慣
れ
る
必
要
が
あ
る
。 

 
 
 
 
 

主
旨
を
理
解
す
る
だ
け
で
な
く
細
か
い
読
解
も
求
め
ら
れ
る
。 

 
 
 
 
 

読
む
力
の
差
が
そ
の
ま
ま
得
点
に
反
映
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
練
習
量
を
し
っ
か
り
積
み 

た
い
。 

ｂ
解
く
力 

設
問
は
非
常
に
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
も
の
ば
か
り
な
の
で
、
基
本
的
な
設
問
で
失
点
を
し
な
い
よ
う
注
意
し
た
い
。 

 
 
 
 
 

記
述
式
問
題
も
あ
る
た
め
、時
間
に
は
余
裕
が
な
い
か
も
し
れ
な
い
。特
に
傍
線
部
の
内
容
説
明
や
内
容
合
致
問
題
は
、

「
ａ
読
む
力
」
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
の
で
、「
い
か
に
設
問
を
解
く
か
」
と
い
う
小
手
先
の
技
術
に
と
ら
わ
れ
る
の

で
は
な
く
本
文
理
解
を
優
先
す
べ
き
。 

 
 
 
 
 

Ａ
②
で
も
言
及
し
た
と
お
り
本
文
の
長
さ
が
設
問
に
よ
り
異
な
る
た
め
、
試
験
開
始
の
合
図
と
同
時
に
ま
ず
［
一
］
の

漢
字
を
短
時
間
で
解
い
た
後
、
冊
子
全
体
に
目
を
と
お
し
解
け
そ
う
な
問
題
か
ら
取
り
組
も
う
。 

  

Ｃ
具
体
的
な
練
習
方
法 

 

基
本
的
に
は
聖
心
女
子
大
学
の
過
去
問
を
利
用
し
、
練
習
を
積
む
。 

 

ま
ず
は
時
間
を
は
か
り
、
設
問
を
解
く
。
そ
の
後
答
え
合
わ
せ
を
す
る
前
に
、
も
う
一
度
じ
っ
く
り
本
文
を
読
み
返
し
、
答
え
を

出
し
て
み
る
。
そ
の
際
、
解
答
根
拠
を
明
確
に
し
た
い
。
そ
の
上
で
答
え
合
わ
せ
を
し
、
１
度
目
と
２
度
目
の
得
点
の
差
を
含
め
本

文
を
検
討
す
る
。
最
後
に
、
漢
字
や
語
句
の
意
味
な
ど
暗
記
す
べ
き
知
識
を
確
認
す
る
。 



☆
小
説
読
解
の
ポ
イ
ン
ト
☆ 

 

ポ
イ
ン
ト
① 

小
説
は
、
固
有
性
を
読
み
取
る
。 

 

・ 

人
物
の
固
有
性 

 

・ 

時
の
固
有
性 

 

・ 

場
所
の
固
有
性 

→
「
人
物
」「
時
」「
場
所
」
を
意
味
す
る
表
現
が
出
て
き
た
ら
、
必
ず
印
を
つ
け
る
。 

  

ポ
イ
ン
ト
② 

小
説
で
は
、
場
面
ご
と
の
理
解
が
大
事
。 

→
場
面
ご
と
に
、
人
物
た
ち
の
心
情
・
動
作
を
考
え
る
。 

  

ポ
イ
ン
ト
③ 

小
説
で
は
、
時
間
の
推
移
を
把
握
す
る
。 

→
時
間
を
意
味
す
る
表
現
は
、
必
ず
チ
ェ
ッ
ク
。 

→
時
間
が
変
わ
れ
ば
人
の
気
持
ち
も
変
化
す
る
の
で
、「
時
間
の
変
化
に
伴
い
、
ど
の
よ
う
に
気
持
ち
が
変
化
し
て
い

る
の
か
？
」
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。 

  

ポ
イ
ン
ト
④ 

小
説
で
は
、
人
物
の
対
比
を
考
え
る
。 

→
お
か
れ
て
い
る
立
場
や
各
自
の
心
情
を
、
対
比
で
と
ら
え
る
。 

           



                        



                        


